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人口と世帯（平成23年9月末時点）
人口：38,598人（男19,371人／女19,227人）
世帯数：15,517世帯

02　           「意見交換型世論調査」
　　　　　     ～公民館等社会教育施設のあり方について～

04　私たちの「まちの家計簿」公開

06　児童虐待防止推進月間 ～守るのは 気づいたあなたの その勇気～

08　DV・ひとり親家庭等の医療費助成

09　子ども手当・新規事業の採択について

10　みんなの消防

12　教育だより

20　みんなの広場

22　保健・子育て支援センター

29　Infomation　－お知らせ－

－今月の表紙－
10月9日に総合運動
公園グラウンドで行
われた「第52回町民
体育祭」綱引き大会
の一コマ、藤久保３
区のみなさん。（左
の写真は400mリ
レーの様子）
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健康と長寿を祈念して...
平成23年度三芳町敬老会

　９月19日、敬老の日。三芳町社会福祉協議会主催の

敬老会が開催されました。今年は、三芳中学校の吹奏楽

部による演奏や竹間沢前田社中里神楽保存会による里神

楽公演が花を添えました。

↓金婚式（婚姻50年）表彰

焼けた！シュークリーム
サポート会員養成講座

　９月21日、会員の繋がりを強める目的やファミリー・サ

ポート・センターを知ってもらうために、養成講座の１講座とし

ておいしいおやつ作り（シュークリーム）実習を開催しました。

↑シュークリームを作っている様子

月の夜に聴く むかしばなし
古民家劇場「民家で夜語り」

　９月10日、月の美しい夜。歴史民俗資料館に隣接する旧

池上家住宅で、ボランティアグループ「かにかにこそこそ」

による夜語りが開催されました。

↑趣溢れる旧池上家住宅。縁側まで人があふれています

染まるかな～ゴシゴシ！
資料館のつどい

　10月１日、資料館のつどいが歴史民俗資料館にて開

催。クイズラリー、染色体験、焼きいも販売、夜神楽等、子

どもから大人まで

楽しめる集いとな

りました。

←藍の葉でス

トールを染め

ました



〈
調
査
の
流
れ
〉

グループで1つの項目に絞っ
た質問について、パネラーと
質疑応答。他グループの意見
収集後、再度アンケート実施

全体会
再度アンケート実施

グループに分かれて
意見交換

10人程度のグループで意見交
換を実施し、議論を通じて、
学び、考える機会を設ける

意見交換前にアンケートを実
施することで、熟慮する前の
意見を把握

意見交換前に
アンケートを実施

参加者への
資料送付

参加者へ事前に資料を送付
し、意見交換に備えてもらう

町在住の20歳以上の2,000人
を無作為に抽出。アンケート
し、さらに意見交換型世論調
査への参加を募集

事前アンケート
参加者募集の送付
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「
意
見
交
換
型
世
論
調
査
」
実
施

８
月
21
日

に
他
市
町
村
に
先
駆
け
、〈
公
民
館
等
社
会
教
育
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
〉

を
テ
ー
マ
に
「
意
見
交
換
型
世
論
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
内
初
の
試
み

町
で
は
住
民
の
声
を
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
「
し

く
み
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
重
要
施
策
に
対
す
る
意
見
公

募
の
手
法
と
し
て
、
「
三
芳
町
意
見
交

換
型
世
論
調
査
」
を
８
月
21
日

に
県

内
で
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調

査
は
、
参
加
者
が
討
議
資
料
を
も
と
に

論
点
を
整
理
し
な
が
ら
自
由
に
討
議
し
、

そ
の
判
断
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か

検
証
す
る
も
の
で
す
。
意
識
調
査
結
果

か
ら
町
の
構
成
を
意
識
し
た
世
論
を
形

成
し
、
施
策
の
推
進
に
向
け
た
有
効
な

資
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
公
民
館
等
社
会

教
育
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
で
す
。

特
に
中
央
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
財
政

上
の
理
由
も
相
ま
っ
て
、
今
後
の
整
備

に
つ
い
て
明
確
な
方
針
は
立
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
主
に
当
該
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

意
見
交
換
型

世
論
調
査
と
は
？　

　

通
常
の
世
論
調
査
で
は
、
紙
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
、
調
査
は
終
了
と
な
り

ま
す
。
意
見
交
換
型
世
論
調
査
で
は
、

同
じ
場
所
に
集
ま
り
、
議
論
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て

じ
っ
く
り
考
え
た
う
え
で
の
調
査
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
・
年
齢
・
性
別

を
考
慮
し
た
う
え
で
無
作
為
に
選
び
、

町
の
縮
図
に
近
付
け
る
よ
う
考
慮
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
結
果
は
、
町

の
方
々
の
一
般
的
な
意
見
と
し
て
、

大
き
な
意
味
を
も
た
ら
し
ま
す
。

意
見
交
換
後
の
変
化

を
比
較
、
検
証

　

意
見
交
換
前
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

▲住民の意見に対し回答する担当者

比
較
し
、
そ
の
変
化
を
調
査
し
ま
す
。

こ
の
意
見
の
変
化
が
、
じ
っ
く
り
考
え

た
結
果
と
な
り
ま
す
。
今
後
の
「
公
民

館
等
社
会
教
育
施
設
の
あ
り
方
」
の
方

向
性
を
検
討
す
る
中
で
、
こ
の
結
果
は

貴
重
な
参
考
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

意
見
交
換
会
に

35
人
が
参
加

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
20
歳
以

上
の
２
０
０
０
人
を
抽
出

し
、
６
４
０
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
意
見
交
換
会
に
は
35
人
の
方

が
出
席
し
、
意
見
交
換
前
後
に
32
項
目

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

今
回
の
テ
ー
マ
「
公
民
館
等
社
会
教
育

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
意
見
交
換

し
、
特
に
老
朽
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
央
公
民
館
に
意
見
が
集
中
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
に
よ
る

心
境
の
変
化

　

意
見
交
換
前
後
で
大
き
な
変
化
が

あ
っ
た
項
目
は
下
記
表
の
と
お
り
で
す
。

他
の
項
目
に
つ
い
て
も
大
小
変
化
が
あ

り
、
意
見
を
行
う
こ
と
で
、
住
民
の
視

点
や
心
境
に
変
化
が
現
れ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
町
の
重
要
施

策
の
推
進
に
向
け
た
有
効
な
資
料
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

全
て
の
結
果
公
表
中　

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
32
項
目
全

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
担
当
係
で
結
果
資
料
を

配
付
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
左

記
ま
で
。

Z
政
策
秘
書
室
政
策
推
進
係

（
H 

422
・
423
）

F
（
２
７
４
）
１
０
５
４

▲5つのグループに分かれ意見交換を実施

▲全国的にも例があまりなく、埼玉県内では初の試みという
ことで、テレビ放映もされた

■大きな変化のあった項目（抜粋）

設問内容 アンケートの変化（前→後）

いま、公民館は事実上
使用料無料です。あな
たは、公共施設であっ
ても「受益者負担」す
べきと思いますか。

・強くそう思う（22.9%→31.4%）
・ややそう思う（40.0%→45.7%）
・そう思わない（28.6%→11.4%）

公民館は、施設提供（貸
し館）より、主催事業
を優先すべきと思いま
すか。

・強くそう思う（11.4%→17.1%）
・ややそう思う（71.4%→77.1%）
・そう思わない（2.9%→5.7%）
・まったくそう思わない（11.4%→0.0%）

老朽化した「中央公民
館」は建て替えるべき
と思いますか。

・「強くそう思う（当初計画を尊重して早
急に建て替えるべき）」（11.4%→14.3%）
・ややそう思う（34.3%→17.1%）
・そう思わない（42.9%→57.1%）
・まったくそう思わない（2.9%→8.6%）

現在運営中の「中央公
民館」は老朽化してい
て、安心安全の観点か
ら、また、管理責任の
点においても、このま
ま使い続けるのは妥当
でないという考えがあ
ります。あなたはこの
考えに賛成ですか。反
対ですか。

・賛成（管理者は、責任を明確にして判
断を先延ばしすべきでない）（22.9%→
45.7%）
・どちらかといえば賛成（耐震リスク、修
繕費・人件費を考えれば、廃止すべき）」
（37.1%→34.3%）
・どちらかといえば反対（利用者の切り
捨てになるので廃止すべきではない）
（20.0%→11.4%）
・反対（使う以上は、修繕すべき、イコー
ル廃止ではない）（17.1%→5.7%）

県内初
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私
た
ち
の
「
ま
ち
の
家
計
簿
」
公
開

平
成
22
年
度
各
会
計
決
算
か
ら
見
る
ま
ち
の
財
政
事
情

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の

支
出
金
、
町
債
等
の
収
入
（
歳
入
）
が
ど
れ

く
ら
い
あ
り
、
そ
れ
を
町
が
ど
う
支
出
（
歳

出
）
し
た
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Z
財
務
課
財
政
係
（
H
４
１
５
）

F
（
２
７
４
）
１
０
５
５

一
般
会
計
の
決
算

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
水
準
の
決
算

　

平
成
22
年
度
は
国
の
補
助
金
、
地
域
活
性
化

交
付
金
等
を
受
け
て
実
施
し
た
子
ど
も
手
当
な

ど
新
た
な
事
業
と
と
も
に
小
学
校
耐
震
補
強
事

業
、
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
（
パ
ソ

コ
ン
・
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備
）
、
児
童
福

祉
施
設
修
繕
事
業
に
も
取
り
組
み
、
歳
入
歳
出

と
も
に
前
年
度
と
比
べ
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

ほ
ぼ
同
じ
水
準
の
決
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
決
算
総
額
は

前
年
度
比
２.

０
％
の
減

　

歳
入
決
算
の
構
成
比
は
町
税
が
最
も
大
き

く
、
次
い
で
町
債
、
国
庫
支
出
金
、
繰
越
金
、

県
支
出
金
、
繰
入
金
で
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
主
な
財
源
の
状
況
と
し
て
、
町
税
は
法
人

町
民
税
が
持
ち
直
し
前
年
度
比
０.

２
％
増
で
前

年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
、
国
と
県
か
ら
の
子
ど

も
手
当
等
の
負
担
金
の
増
に
よ
り
国
県
支
出
金

に
つ
い
て
は
合
計
額
で
前
年
度
比
１.

９
％
の

増
、
町
債
は
、
減
収
補
て
ん
債
の
１
億
円
の
減

な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
23.

１
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
歳
入
決
算
の
概
要
は
、
国
県
支
出
金

の
子
ど
も
手
当
等
の
負
担
金
の
増
と
、
基
金
繰

入
金
（
町
の
貯
金
の
取
崩
し
）
の
増
額
等
を
町

債
減
額
分
で
相
殺
し
総
額
で
前
年
度
比
２.

０
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
決
算
総
額
は

前
年
度
比
１.

６
％
の
減

　

歳
出
決
算
の
構
成
と
し
て
、
民
生
費
が
最
も

大
き
く
、
次
い
で
総
務
費
、
土
木
費
、
教
育
費

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
の
主
だ
っ
た
も

の
と
し
て
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
た
め
の
用
地

取
得
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
土
木
費
の
大
幅
な

減
、
平
成
20
年
度
か
ら
21
年
度
に
か
け
て
実
施

さ
れ
た
定
額
給
付
金
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
商
工
費
の
減
、
子
ど
も
手
当
の
実
施
と
民
間

保
育
所
運
営
補
助
に
よ
る
民
生
費
の
増
、
小
中

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
（
こ
の
事
業
は
国

の
補
助
金
と
地
域
活
性
化
交
付
金
に
よ
っ
て
財

源
の
多
く
が
賄
わ
れ
ま
し
た
。
）
な
ど
に
よ
る

教
育
費
の
増
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
歳
出
決
算
の

概
要
は
、
民
生
費
（
子
ど
も
手
当
の
増
）
、
教

育
費
、
公
債
費
（
町
の
借
入
金
の
返
済
の
た
め

の
費
用
）
の
増
額
分
な
ど
を
土
木
費
（
用
地
取

得
の
減
）
、
商
工
費
（
定
額
給
付
金
の
減
）
の

減
額
な
ど
で
相
殺
し
総
額
で
前
年
度
比
１.

６
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

121億7,692万6,136円

支出

議会費
1億601万6,398円　　　

総務費
18億3,266万1,634円　　

民生費
35億6,211万2,789円　　

衛生費
9億3,910万9,306円

労働費
320万7,377円

農林水産業費
7,306万6,747円

商工費
4,236万3,346円

土木費
17億4,765万4,503円

消防費
5億745万7,875円

教育費
15億5,177万5,809円

公債費
9億9,460万3,892円

諸支出金
8億1,689万6,460円

議会運営に必要な経費

広報、庁舎管理など

介護保険、こども医療費、老
人福祉、障がい者福祉など

予防接種、健康づくり、ごみ
処理など

内職相談、勤労者住宅資金貸
付など

農業支援、農地整備、産業祭
補助など

観光推進、商工会支援、消費
生活相談など

道路や公園、区画整理事業な
ど

消防活動、地震などの災害を
防ぐための活動費など

学校教育・社会教育に関わる
経費など

学校・公園等の施設の整備の
資金として借入したお金の元
金・利息分を返済するもの

将来の負担に備え基金へ積み
立てする経費

127億9,137万1,165円

収入

町税
74億1,141万8,058円　　　

地方譲与税
9,572万67円　　

地方消費税交付金
4億4,844万2,000円　　

地方特例交付金
8,877万3,000円

地方交付税
4,713万6,000円

分担金及び負担金
1億4,967万4,430円

国・県支出金
16億8,685万2,983円

繰越金
6億7,969万7,602円

繰入金
6億3,534万1,905円

町債
10億8,489万3,000円

その他
4億6,342万2,120円

町民税・固定資産税・軽自動車
税など

国が微収した税金の一部が市町
村へ配分されたもの

消費税の一部である地方消費税
（市町村分）が県より、市町村
へ交付されたもの

国が減税措置によって、町の税
金が不足したことにより国から
交付されたもの

市町村間における行政サービス
の格差をなくすため一定の基準
により国から交付されたもの

町が行う特定の事業により利益を
受けるものが負担するもので、そ
の財源はその事業に充てられる

道路などに伴う補助金など

前年度の剰余金を繰り越したもの

不足するお金を基金（貯金）で
補ったもの

建設工事など金額の大きな事業
を行うときに借り入れる

使用料及び手数料、土地売払収
入など

住民１人あたりの決算額
（一般会計歳入）

※平成23年３月31日現在の住民　
基本台帳人口38,180人で計算

まち財政（一般会計）を年収400万円
の家庭に置き換えてみると…

収　入　／　月

給料（町税、使用料など）　　　　　
　　　　　19万7,504円

副収入（諸収入など）　　　　　　
　　　　2万6,217円

繰越金　　　　　　　　   1万7,712円

諸手当（地方交付金、国・県支出金など）
　6万3,628円

ローン（町債）　　　　   2万8,272円

収入合計　      　　　　  33万3,333円

支　出　／　月

光熱費（物件費）　　　   4万6,944円

医療費（扶助費）　　   　4万1,449円

食費（人件費）　　　   　6万7,025円

増改築費（建設事業費）
　　　　　　　　　　　   4万5,181円

修繕費（維持補修費）　　     5,114円

ローン返済（公債費）　   2万5,919円

その他（補助費等、貸付金など）　　
　　　　　　                     8万5,689円

支出合計　　　　　　     31万7,321円

※イメージしやすいように町の経費を
　置き換えています。参考としてご覧
　ください。

特別会計の決算
特別会計名 収　入 支　出 実質収支額

国民健康保険 41億6,308万3,877円 38億8,467万7,158円 2億7,840万6,719円

老人保健 680万5,231円 680万5,231円 0円

介護保険 13億8,369万4,174円 13億2,811万1,532円 5,558万2,642円

後期高齢者医療 2億5,312万5,408円 2億5,113万1,620円 199万3,788円

下水道事業 10億4,729万8,917円 8億4,169万3,522円 2億560万5,395円

水道事業会計 ８億9,952万5,211円 11億2,451万6,976円 △2億2,499万1,765円

合　計 77億5,353万2,818円 74億3,693万6,039円 3億1,659万6,779円

※水道事業会計は、収益的収入と資本的収入・収益的支出と資本的支出の合計額です。
※特別会計は、一般会計からの繰入金9億3,550万6,982円の助成を受けています。

33万5,028円

昨年度の予算は
どのように使われ
たんだろう。

厳しい状況だけど、毎年工夫
して赤字を出さないように財
政を運営していて、借金も着
実に返済しているんだね！
これからも健全な財政運営の
ために、努力してほしいね～

まちの財政を
ぼくの家庭に
置き換えてみよう！
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ー
平
成
23
年
度
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
標
語
ー

　
　
　
　

   

守
る
の
は　

気
づ
い
た
あ
な
た
の　

そ
の
勇
気

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
親
の
立
場
よ
り
も
子
ど
も
の
立
場
が
最
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Z
こ
ど
も
支
援
課
児
童
福
祉
係
（
H
１
６
７
）
F
（
２
７
４
）
１
０
５
１

見
落
と
さ
な
い
で
…

子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
・
再
発
防
止
に

は
地
域
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
「
目
く
ば
り
」
「
気
く

ば
り
」
で
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救
え
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
の
サ
イ
ン
を
見
落
と
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

・
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と

・
着
衣
や
髪
の
毛
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

・
表
情
が
乏
し
い

・
お
ど
お
ど
し
て
い
る

・
落
ち
着
き
が
な
く
、
乱
暴
に
な
る

・
親
を
避
け
よ
う
と
す
る

・
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い
る

児
童
虐
待
防
止
の

た
め
、
ま
ず
相
談
を
…

● 

「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
」
を
み
つ
け
た
と
き

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待
を
受
け
た

と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が
い
た
ら
、
す
ぐ

に
こ
ど
も
支
援
課
や
川
越
児
童
相
談
所
な

ど
に
連
絡
（
通
告
）
し
て
く
だ
さ
い
。
通

告
は
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
も
の
で
す
。

（
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
）
ま
た
、
連
絡
し
た
人
が

特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

●
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
き

《
例
え
ば
》

家
族
の
誰
か
に
い
や
な
こ
と
を
言
わ
れ
た

り
、
い
や
な
こ
と
を
さ
れ
た
り
、
お
腹
が

す
い
て
も
食
べ
る
も
の
が
な
か
っ
た
り
、

叩
か
れ
た
り
し
て
痛
い
思
い
を
し
て
い
る

場
合
。

●
子
育
て
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る
と
き

《
例
え
ば
》

自
分
だ
け
が
う
ま
く
子
育
て
で
き
て
い

な
い
、
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
、
子

ど
も
の
行
動
が
気
に
入
ら
な
い
、
こ
の
子

が
い
な
か
っ
た
ら
、
な
ど
と
思
っ
て
し
ま

い
、
自
分
を
追
い
つ
め
て
し
ま
っ
て
い
る

場
合
。

「児童虐待とは？」
児童虐待とは、親（または保護者）によって子どもに加えられた行為（不
行為）で、子どもの心身を傷つけ、健やかな成長・発達を損なう行為（不行
為）です。
たとえ親の愛情から行われた「しつけ」であっても、子どもにとって有害で
あれば、それは虐待であると言えます。
虐待のタイプは、身体的虐待、ネグレクト、性的虐待、心理的虐待
の４つに分類されるのが一般的です。実際のケースは、複数のタイプが混在
していることもあります。

「身体的虐待」
なぐる、ける、投げ落とす、激しく

ゆさぶる、やけどを負わせる、溺れ

させるなど。
「ネグレクト」
家に閉じ込める、食事を与えない、

ひどく不潔にする、自動車の中に

放置する、医療機関に連れて行かな

い、保護者以外の同居人による虐待

を放置するなど。
「心理的虐待」
言葉によるおどかし、無視、兄弟間

の差別的扱い、子どもの目の前で配

偶者やそのほかの家族などに対し暴

力をふるうなど。

「性的虐待」
子どもにわいせつな行為をしたり、

させたり、見せたりすること。

オレンジリボン

オレンジリボンには子
どもの虐待を防止する
というメッセージが込
められています。

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

三
芳
町
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
に
あ
た
り
、
協
議
会
関
係
機
関
及

び
住
民
を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
希
望
者
は
事
前
に
、
こ
ど
も

支
援
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
９
日

午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】
役
場
庁
舎
３
階
３
０
１
会
議
室

【
講
師
】
小
野　

登
美
子
氏
（
元
・
家
庭

児
童
相
談
員
）

【
テ
ー
マ
】「
地
域
の
見
守
り
と
は
」

　

〜
家
庭
支
援
の
視
点
か
ら
〜

【
申
込
み
】
こ
ど
も
支
援
課
児
童
福
祉
係

に
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

当
日
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
事
前

予
約
が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

Z
こ
ど
も
支
援
課
児
童
福
祉
係
（
H　
167
）

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の

関
係
機
関
と
の
連
携

　

「
あ
な
た
」
も
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守

る
た
め
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
で
は
、
福
祉
・
保
健
医
療
・
教
育
・

警
察
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
る

「
三
芳
町
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
」
を
設
置
し
、
虐
待
を
受

け
た
子
ど
も
に
限
ら
ず
、
要
支
援
が
必
要

な
家
庭
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

「子どもを虐待から
守る5カ条」

あなたの実行が子どもを虐待から守ります

相談機関 受付時間 電話番号

こども何でも相談
（こども支援課）

月～金曜日
8：30～17：00

258－0055（直通ダイヤル）
（祝日除く）

育児相談
（保健センター）

月～金曜日
8：30～17：00

258－1236
（祝日除く）

教育相談
（教育委員会）

月～金曜日
9：30～16：30

274－1023
（祝日除く）

川越児童相談所
月～金曜日
8：30～18：15

223－4152
全国共通ダイヤル
0570－064－000（祝日除く）

休日夜間児童虐待
通報ダイヤル

月～金曜日
●18：15～翌日8：30まで
●土・日・休日24時間（終日）

048－779－1154

虐待は

あなたの周り
でも起こりうる
（特別なことではない）

「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
は

言
い
訳
（
子
ど
も
の
立
場
で
判
断
）

親の立場より

子どもの立場
（子どもの命が最優先）

「
お
か
し
い
」

と
感
じ
た
ら

迷
わ
ず
連
絡
（
通
告
）

「
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
」

（
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
即
実
行
）

11月
は

相
談
は
ど
こ
に
す
れ

ば
い
い
の
？

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
を
見
つ

け
た
場
合
や
虐
待
を
受
け
て
い
る
、
子
育

て
に
不
安
が
あ
る
な
ど
の
悩
み
が
あ
る
人

の
相
談
を
町
や
県
で
は
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
左
記

ま
で
連
絡
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

7 6

オレンジリボンの必要な人
は、こども支援課で配布し
ています。
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実施方法

新
規
に
申
請
を
す
る

■
助
成
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。

【
対
象
者
】　

　

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
親
が
い
な

い
た
め
親
に
代
わ
っ
て
そ
の
子
ど
も
を

育
て
て
い
る
養
育
者
家
庭
、
ま
た
は
父

（
母
）
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
家
庭
。

※
18
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
（
障
害
20
歳
未
満
）
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
で
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

【
助
成
内
容
】　

　

保
険
診
療
に
か
か
る
一
部
負
担
金
。

※
高
額
療
養
費
、
附
加
給
付
金
、
自
己

負
担
金
を
除
く
。

【
自
己
負
担
金
】

■
通
院
…
医
療
機
関
ご
と
１
か
月
に
つ

き
千
円
ま
で

■
入
院
…
１
日
に
つ
き
千
二
百
円

※
市
町
村
民
税
非
課
税
者
に
つ
い
て
は

免
除
さ
れ
ま
す
。

※
学
校
に
お
け
る
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
、

治
癒
ま
で
に
か
か
っ
た
費
用
（
薬
局
調

〈
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助
成
〉

町
で
は
、
母
子
・
父
子
家
庭
等
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
皆
さ
ん
が
病

気
や
ケ
ガ
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
は
決
し
て
許
さ
れ

な
い
人
権
侵
害
で
す

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
と
は
、
夫
婦
間
や
恋
人
（
過

去
に
あ
っ
た
関
係
も
含
む
）
な
ど
親
密

な
間
柄
で
行
わ
れ
る
暴
力
行
為
の
こ
と

で
す
。

　

暴
力
の
形
態
に
は
、
身
体
的
暴
力
・

精
神
的
暴
力
・
性
的
暴
力
・
経
済
的
暴

力
・
子
ど
も
を
利
用
し
た
暴
力
が
あ
り

ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
、
大
人
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
近
年
で
は
高
校
生
や
大
学
生

な
ど
若
い
世
代
の
恋
人
た
ち
の
間
で
相

手
を
殴
っ
た
り
、
無
理
や
り
言
う
こ
と

を
聞
か
せ
た
り
す
る
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
わ
た
し
ら
し
い
、
わ
た
し
」
で
あ

る
た
め
、
勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
Ｄ
Ｖ
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い

人
権
侵
害
で
す
。

　

あ
な
た
は
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
…

み
よ
し
女
性
相
談（
予
約
制
）

面
接
ま
た
は
電
話
相
談　

　

女
性
の
視
点
に
立
っ
た
悩
み
・
困
り

ご
と
に
応
じ
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
（
※
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
三

芳
町
に
地
縁
は
な
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
厳
守
し
ま
す
）

（
例
）
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
夫
婦
間
、

家
族
の
こ
と
・
自
分
の
生
き
方
・
心
身

の
不
安
・
職
場
や
地
域
の
人
間
関
係
等

P
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
午
前
11
時
か

ら
午
後
３
時
30
分

Q
役
場
１
階　

住
民
相
談
室

S
無
料　

一
人
50
分　

【
相
談
員
】
専

門
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

U
総
務
課
人
権
推
進
係
（
H 
404
・
405
）

F
（
２
７
４
）
１
０
５
５

女
性
の
た
め
の

　
　
　
　

法
律
講
座

第
１
回　

11
月
９
日

「
知
っ
て
お
き

た
い
夫
婦
の
法
律
知
識
（
離
婚
等
）
」

第
２
回　

11
月
16
日

「
知
っ
て
お
き

た
い
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
の
法
律
知
識
」

第
３
回　

11
月
30
日

「
知
っ
て
お
き

た
い
介
護
に
ま
つ
わ
る
法
律
知
識
」

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

Q
第
１
回
、
３
回
＝
さ
い
た
ま
共
済
会

館
・
第
２
回
＝
埼
玉
会
館

V
一
般
埼
玉
県
民
（
女
性
）
S
無
料

U
各
回
の
前
日
ま
で
に
電
話
予
約
。
定

員
に
達
し
次
第
締
切

Z
埼
玉
弁
護
士
会 


048
（
７
１
０
）

５
６
６
６

剤
分
含
む
）
が
千
五
百
円
以
上
の
場
合

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

（
学
校
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
）

◆
申
請
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も

支
援
課
児
童
福
祉
係
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

更
新
の
申
請
を
す
る

■
現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
給
者
証
の
有
効
期
間
が
１
月
〜
12

月
の
た
め
、
毎
年
11
月
に
更
新
手
続
き

に
必
要
な
受
給
資
格
の
確
認
を
行
っ
て

い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
人
に
は
提
出
書

類
等
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
（
平
成
22
年

分
）
所
得
が
未
申
告
の
方
は
、
審
査
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
至
急
、
申
告
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
（
８
月
の
児
童
扶
養
手

当
現
況
届
が
済
ん
で
い
る
人
は
、
手
続

き
は
不
要
で
す
。
）

Z
こ
ど
も
支
援
課
児
童
福
祉
係

（
H 

165
）
F
（
２
７
４
）
１
０
５
１

申
請
を
お
忘
れ
な
く
！

　

10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け

取
る
に
は
、
支
給
対
象
と
な
る
か
審
査
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
受
給
し
て
い
た
人
も
含

め
、
対
象
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
人
は
必
ず

認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
該
当
者
に
は
10
月
下
旬
に
郵
送
し
て

い
ま
す
）
な
お
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
申
請

申
請
方
法
は
？

【
提
出
書
類
】

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
申
請

●
認
定
請
求
書
（
こ
ど
も
支
援
課
に
あ

り
ま
す
）

●
健
康
保
険
被
保
険
者
証
等
の
コ
ピ
ー

ま
た
は
年
金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金

以
外
の
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
）

●
振
込
先
口
座
通
帳
の
コ
ピ
ー
（
請
求

者
本
人
の
名
義
の
も
の
）

●
印
鑑

支
払
時
期
は
？

　

平
成
23
年
10
月
〜
平
成
24
年
１
月
分

は
２
月
に
支
給
。
平
成
24
年
２
月
・
３

月
分
は
６
月
に
支
給
。

※
２
月
の
支
給
を
受
け
る
に
は
１
月
６

〈
10
月
か
ら
『
子
ど
も
手
当
』
が
変
わ
り
ま
し
た
〉

こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
た
人
も
含
め
、
皆
さ
ん
申
請
が
必
要
で
す
。

日

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
は
？

　

平
成
23
年
10
月
分
〜
平
成
24
年
３
月

分
ま
で
の
月
額
は
次
の
表
の
と
お
り
で

す
。
※
平
成
24
年
４
月
以
降
の
支
給
額

は
未
定
で
す
。

経
過
措
置
が
あ
り
ま
す

　

原
則
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
支
給
と

な
り
ま
す
が
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
に
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例

的
に
平
成
23
年
10
月
に
遡
っ
て
支
給
さ

〈
新
規
事
業
の
採
択
に
つ
い
て
〉

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
、
新
規
事
業
の
採
択
過
程

を
公
開
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

【
目
的
】

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
ど
の
事
業

を
採
択
し
、
ど
の
事
業
を
採
択
し
な
い

か
と
い
う
判
断
は
、
健
全
な
財
政
運
営

の
推
進
を
図
る
う
え
で
、
慎
重
に
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
業
の
目
的
や
必

要
性
、
事
業
費
を
明
ら
か
に
し
、
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
す
る
こ
と

で
、
透
明
性
の
あ
る
事
業
採
択
を
実
施

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
意
見
募
集
方
法
】

●
募
集
期
間
…
11
月
７
日

〜
18
日


●
募
集
方
法
…
予
算
編
成
意
見
提
出
用

紙
を
政
策
秘
書
室
ま
で
、
メ
ー
ル
・
持

参
・
郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
。

※
公
表
資
料
、
予
算
編
成
意
見
提
出
用

紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま

す
。
ま
た
、
政
策
秘
書
室
窓
口
（
役
場

４
階
）
で
も
配
布
し
ま
す
。

れ
ま
す
。
そ
れ
以
後
は
申
請
月
の
翌
月

か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
変
更
点

・ 

子
ど
も
の
国
内
居
住
要
件
（
留
学
中

の
場
合
等
を
除
く
）

・ 

児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
は
施
設
の
設
置
者
に
支
給

・ 

未
成
年
後
見
人
や
父
母
指
定
者
（
父

母
等
が
海
外
に
い
る
場
合
の
み
）
も

要
件
を
満
た
せ
ば
支
給

・ 

離
婚
協
議
中
の
別
居
の
場
合
は
子
ど

も
と
同
居
し
て
い
る
人
に
支
給
。
単

身
赴
任
等
は
重
た
る
生
計
維
持
者
が

受
給
者

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

以
下
の
人
は
３
月
ま
で
に
申
請
し
て

も
遡
り
支
給
で
き
ま
せ
ん
。
転
出
予
定

日
、
出
生
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
15

日
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
10
月
以
降
に
町
に
転
入
し
た
人

●
10
月
以
降
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
人

Z
こ
ど
も
支
援
課
児
童
福
祉
係

（
H 

167
）
F
（
２
７
４
）
１
０
５
１

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

支給対象年齢 支給月額

０歳～３歳未満 15,000円（一律）

３歳～小学校修了前
10,000円（第１子・第２子）
15,000円（第３子以降）

中学生 10,000円（一律）

■10月からの支給月額

Z
政
策
秘
書
室
政
策
推
進
係

（
H 

422
・
423
）

F
（
２
７
４
）
１
０
５
４

Step1

事業概要
の公開

町で優先度を付したう
えで、事業の目的・予
想される成果・事業費
などを公開

Step4

新規事業
の採択

最終的な採択は、議会
による予算議決をもっ
て決定

Step3

町の
方針公開

公募により集まった意
見を参考に、町の方針
を公開

Step2

意見募集

公開された、各新規事
業の採択・不採択につ
いて意見を募集

気づこう！
被害者の心の声

ＤＶ
「わたしらしい、わたし」

であるために

こども

こども

募  集

相談員の声

心理カウンセラー（相談員）
中川 浩子さん

気軽に相談に来てください。
心が落ち着きますよ。

　最近の相談は、30代から40代の夫婦関係、

離婚関係の相談が増えています。しかしまだ、自
分では大したことがないと思っていたり、こんな
ことで相談なんて、と遠慮をする人が多いです。
警察が対応して初めて自分が「ＤＶ」を受けて
いるのだと自覚する場合もあります。
　相談員と会話をしたり、相談するだけでも心
が落ち着きます。ひとりで悩みを抱えず、気軽
にご相談ください。

みよし女性相談

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

89
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入間東部地区消防組合消防本部
三芳町・富士見市・ふじみ野市

防
火
作
品
の
紹
介

　

「
火
災
予
防
」
を
テ
ー
マ
に
防
火
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
皆

さ
ん
か
ら
一
六
○
○
点
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

た
く
さ
ん
の
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
次
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
防
火
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
、
管
内
事
業
所
な
ど
に

掲
示
し
て
い
た
だ
き
、
防
火
意
識
の
向
上
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

そ
の
他
の
入
選
作
品
は
、
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関

東
大
震
災
に
ち
な
ん
で
９
月
１
日
は

「
防
災
の
日
」
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
季
、
各
地
で
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
28
日
に
、
富
士
見
市
の
文
化
の
杜

公
園
を
会
場
に
「
入
間
東
部
地
区
合
同

防
災
訓
練
」
が
行
わ
れ
、
９
月
11
日
に
は

富
士
見
市
に
あ
る
消
防
訓
練
場
で
、
「
消

防
署
・
消
防
団
合
同
総
合
火
災
防
御
訓

練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
時
に
お
け

る
各
機
関
の
連
携
を
訓
練
し
ま
し
た
。

合
同
防
災
訓
練
を
実
施●消防隊員（写真奥）と消防

団員（写真手前）による、一
斉放水の様子。

●消防団員による心肺蘇生法
訓練の様子。（消防署・消防
団合同総合火災防御訓練）

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生

に
伴
い
、
緊
急
消
防
援
助
隊
埼
玉
県

隊
に
登
録
し
て
い
る
当
消
防
組
合

は
、
地
震
発
生
同
日
に
職
員
を
災
害

派
遣
し
ま
し
た
。
８
月
22
日
に
、
知

事
公
館
で
災
害
派
遣
に
対
す
る
感

謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
９
月
９
日
は
救
急
の
日
■

　

９
月
４
日
に
ウ
ニ
ク
ス
三
芳

を
会
場
と
し
て
お
借
り
し
、
救
急

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
応

急
手
当
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

啓
発
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
尊
い
命

を
守
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
の
ほ
か
、
応
急

処
置
や
心
肺
蘇
生
法
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

救
急
フ
ェ
ア
を
実
施

埼
玉
県
知
事
よ
り
感
謝
状

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た

　

軽
自
動
車
を
ベ
ー
ス
に
し
、
緊

急
走
行
も
可
能
な
「
火
災
調
査
１

号
車
」
を
導
入
し
、
中
央
消
防
署

に
配
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
、
入
間
東
部
地
区

消
防
官
友
の
会
と
、
入
間
東
部
地

区
防
火
安
全
協
会
設
立
40
周
年
記

念
事
業
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
す
。

新
型
車
両
を
導
入
し
ま
し
た

●
標
語
の
部
（
応
募
総
数
41
点
）
ふ
じ
み
野
市　

鈴ス
ズ
キ木　

冨フ

ジ

オ
士
夫

「
つ
け
た
火
に　

向
い
て
い
ま
す
か　

消
す
心
」

●防火習字の部

（応募総数820点）

三芳町立三芳小学校

小
オグラ

椋　万
マリン

鈴さん

●防火ポスターの部

（応募総数825点）

ふじみ野市立東原小学校

福
フクイ

井　萌
モエ

さん

　

11
月
９
日
〜
15
日
ま
で
「
全
国
秋
の

火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
平

成
22
年
に
富
士
見
市
・
ふ
じ
み
野
市
・
三

芳
町
で
は
、合
計
62
件
の
火
災
が
発
生

し
、４
名
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

火
災
を
防
止
し
生
命
・
財
産
を
守
る
事

を
目
的
に
火
災
予
防
査
察
や
、「
火
災

予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
内
の
防
火
対
策
を
普

及
す
る
た
め
、
消
防
職
員
・
消
防
団

員
の
指
定
し
た
地
区
の
「
一
般
家
庭

防
火
診
断
」
を
行
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
お
宅
は
、
事
前
に
自
治
会
の
回

覧
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
物
品

販
売
等
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

●
火
災
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
●

﹇ 

日
時
﹈
11
月
３
日
　

午
前
９

時
30
分
〜

﹇
場
所
﹈
福
岡
中
央
公
園

　

ふ
じ
み
野
市
産
業
ま
つ
り
会
場

﹇ 

日
時
﹈
11
月
13
日
　

午
前
９

時
30
分
〜

﹇
場
所
﹈
三
芳
町
立
運
動
公
園

　

三
芳
町
産
業
祭
会
場

﹇
日
時
﹈
11
月
20
日
 

午
前
10
時
〜

﹇
場
所
﹈
セ
イ
コ
ー
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

　

地
域
文
化
祭
会
場

問
い
合
わ
せ　

　

予
防
課

（
２
６
１
）
６
０
０
７

秋
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す

怖いのは  火よりあなたの  慣れ油断
入間東部地区消防組合防火標語

消したはず　決めつけないで　もう一度
2011年度全国統一防火標語

平成22年度入間東部地区消防組合決算概要
　９月に行われた入間東部地区消防組合定例議会で平成22年度の決算が可決されました。歳入の90％以上

が、構成市町からの負担金からなっています。

　平成22年度の車両の更新などは、中高層建物火災などに対応し、迅速・有効に消火救出活動が可能な15ｍ

級はしご付消防ポンプ自動車を更新、従来型より収納効率の優れた水槽付消防ポンプ自動車を更新、救急救

命士による高度な処置が行える高度救命処置用資機材を積載した高規格救急自動車の更新等です。

　今後の都市化の進展に伴い複雑・多様化する様々な災害に対応し、地域住民の皆さんの、身体、生命、財

産保護のため活用します。

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

　

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
を
挙

行
し
ま
す
。

　

当
日
は
消
防
職
員
・
消
防
団
員

の
分
列
行
進
や
、
車
両
行
進
、
消

防
演
技
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

﹇ 

日
時
﹈
平
成
24
年
１
月
８
日


　

午
前
９
時
20
分
開
始

﹇
場
所
﹈
消
防
訓
練
場

　

（
富
士
見
消
防
署
）

問
い
合
わ
せ

　

警
防
課

（
２
６
１
）
６
６
５
９

消
防
出
初
式
が

行
わ
れ
ま
す

　

11
月
20
日

消
防
訓
練
場
（
富

士
見
消
防
署
）
で
、
消
防
特
別
点

検
を
実
施
し
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
前
に
、
富
士
見
市
・
ふ
じ
み
野

市
・
三
芳
町
の
消
防
団
が
一
同
に

集
合
し
、
消
防
車
両
の
点
検
や
、

人
員
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

消
防
特
別
点
検
に
伴
い
、
同
日
午

前
７
時
に
、
約
１
分
間
防
災
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災
と
間
違
い

に
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

警
防
課

（
２
６
１
）
６
６
５
９
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●訪れた方々は、真剣な表情
で心肺蘇生法などを体験。

●上田知事（写真右）から
感謝状を受け取る戸口消防
長＝知事公館

分担金及び負担金   　2,740,222千円
・構成市・町からの負担金  　　90.3%
組合債    　　191,400千円
・車両購入などの借り入れ金   　6.2%
繰越金    　　82,115千円
・昨年度からの繰越金   　　2.7%
寄附金    　　　5,773千円
・消防施設に関する指導指針に基づく協力金　　　0.2%
使用料及び手数料　  　　　1,626千円
・検査手数料など 　　　　　　　　　　　　　   0.1%
その他　   　　13,998千円
・預金利子及び財産収入など 　　　　　　　　   0.5%

－負担金の内訳－
　三芳町 506,406千円
　富士見市 1,013,086千円
　ふじみ野市 1,220,730千円

計2,740,222千円

常備消防費    　　　2,613,736千円
・消防署にかかる費用    　　　89.6%
非常備消防費　    156,368千円
・市や町の消防団にかかる費用  　　　  5.3%
公債費    136,853千円
・借入金返済にかかる費用  　　　4.7%
諸支出金       5,902千円
・装備近代化の積み立て費用  　　　0.2%
議会費    4,444千円
・消防組合議会にかかる費用  　　　 0.2%
総務費    284千円
・監査、公平委員会の費用　　　　　   　（0.1%未満）
●非常備消防費（消防団にかかる費用）の内訳
　三芳消防団費　   18,039千円
　三芳消防施設費常備消防費　　 23,639千円
　富士見消防団費   22,208千円
　富士見消防施設費　  47,314千円
　ふじみ野消防団費　  28,473千円
　ふじみ野消防施設費  16,695千円

　計156,368千円

歳入　3,035,134千円 歳出2,917,587千円
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↑テーマ展示でおすすめ本を紹介

住民一人当たりの貸出冊数が３年連続で県内首位の町立図書館。

子どもの読書活動推進事業で高い評価を得る一方、住民の身近な

情報収集の場として、また憩いの場として親しまれています。

　　　　　　　　　　問い合わせ　中央図書館 258－6464

◆今、図書館では…

　ベストセラー以外では、時代小説を好んで読まれる常連さんが多く、

池波正太郎、平岩弓枝など大御所はもちろんのこと、最近では佐伯泰英

の作品がひっぱりだこです。

読書席の利用者
　　年間7,933人

児童書では、おはなし会や学校訪問で職員が紹介

した絵本や読み物がよく借りられています。毎日

のように来館し読書を楽しんでいる人もいます。

年代別では、家族ぐるみの利用が目立つ
40歳代が最も多く、他市町村と比べると
60～70歳代の利用が多いのも特徴です。

平成22年度竹間沢分館年齢別貸出者数

延べ貸出者数
12,276人

 読書の秋

↑週末の新聞雑誌コーナー
はほぼ満席！

貸出者数（個人利用のみ）

平成22年度の貸出者数は延べ137,752
人。１回の利用で１人平均2.37冊の本を
借りている計算になります。

平成22年度中央図書館年齢別貸出者数

延べ貸出者数
　　　125,476人

図書館と私・私と本

利用者の声

小林　敏 さん（藤久保在住
　三芳町立図書館協議会委員長）

　紹介本は『明治維新1858－1881』（坂
野潤治・大野健一著 講談社現代新書）。
　経験しなかった、又は知らなかっ
た品減のせいかつや想い（思想）、自
然や社会の仕組み、歴史の評価・解

釈などを知るのは、本を読む楽しみである。この本
は、日本を近代国家にするために、幕末維新期指導
者が、いかに可変性・多義性と柔軟性を持っていた
かを描いており、知るという楽しみを満足させてく
れる一冊であった。

大西　一弘 さん（みよし台在住）

　紹介本は『日本史再発見－理系の視
点から－』（板倉聖宣著　朝日選書）。
　好奇心旺盛な私は、中央図書館の
新書コーナーが充実しているので重
宝しております。歴史、地球科学、
俳句、健康、旅関係をよく読みますが、

今はこの本にはまっております。人口の推移からみ
た江戸時代の前半後半、また明治維新の評価など旧
来の歴史の常識とは違う視点が面白く、大変説得力
のある本です。70歳目前の私は、健康維持とボケ防
止にと町内で開かれる講演会、車人形など積極的に
出向いていますが、一番利用しているのが図書館で
す。自転車で週三回は出かけています。

萩野　安美 さん（藤久保在住）

　紹介本は『花冷え』（北原亞以子著

講談社文庫）。
　７年前、本を声に出して読むとい
う「朗読」をワークショップからス
タートさせ、年一度の発表会も行っ
ています。一番時間をかけるのがテ

キスト選びです。じっくり選んだ今年の作品は、本
書に掲載された短編「胸突坂」です。主人公はもち
ろん女性で、どん底から立ち
上がる心の動きを自分の声で
表現できればと思っています。
情報が氾濫する毎日だからこ
そ、生活のごく近くに図書館
があり、本を通じてゆっくり心
で感じる時間が持てるという
ことが大切なのだと思います。

本に親しむ 豊かなひとときを！

13 12

「いっぱい借りてくれました」
三芳小２年生　図書館利用体験授業

「また来てね！」６か月～１歳の
　　　　“ぐりぐらタイム”終了後

何か調べものですか？

－親しみやすい、暮らしに役立つ図書館を目指します－

MIYOSHI's Library DATA

ベストリーダー

《期間》平成23年3月～9月／ （　）内は貸出回数

〈一般書文学〉

1位『１Ｑ84－a nobel-Book1 ４月－６月』村上春樹著　新潮社（94回）

2位『１Ｑ84－a nobel-Book2 ７月－９月』村上春樹著　新潮社（92回）

3位『カッコウの卵は誰のもの』東野圭吾著　光文社（91回）

4位『１Ｑ84－a nobel-Book3 10月－12月』村上春樹著　新潮社（89回）

5位『新参者』東野圭吾著　講談社（85回）

〈児童書〉

1位『かわいいこねこをもらってください』

なりゆきわかこ作　垂石眞子絵　ポプラ社（67回）

2位『へんてこもりにいこうよ』たかどもほうこ作・絵　偕成社（58回）

3位『わにのはいた』マーガレット・ドリアン文と絵　大日本図書（56回）

〈絵本〉

1位『ぐりとぐらのかいすいよく』

中川李枝子さく　山脇百合子え　福音館書店（103回）

2位『がたんごとんがたんごとん』安西水丸さく　福音館書店（94回）

3位『おばけのバーバパパ』

アネット＝チゾンさく　タラス＝テイラーえ　偕成社（90回）



東日本大震災復興支援　当日募金箱を設置し、被災地へ寄付させていただきます。

平成23年11月13日（日）

会場：三芳町立総合運動公園

午前9時30分～午後3時（雨天決行）

お問い合わせ：産業祭実行委員会事務局
　　　　　　 （三芳町環境産業課）049-258-0019

主催：三芳町産業祭実行委員会

協賛：三芳町・三芳町商工会・ＪＡいるま野・三芳町各農業団体

　　　三芳町各商工業団体及び三芳町各種団体
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９
月
16
日
、
生
徒
会
本
部
役
員
を
中
心
と

す
る
約
30
名
の
有
志
が
、
人
々
の
絆
や
震
災

か
ら
の
復
興
へ
の
願
い
を
込
め
「W

e are 

th
e w
orld

」
を
合
唱
し
ま
し
た
。「
沸
き

上
が
れ　

東
魂　

光
り
輝
け　

け
や
き
の

空
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
三
芳
東
中
学

校
の
「
け
や
き
祭
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
で
す
。
最

近
流
行
し
た
曲
や
懐
か
し
い
曲
を
５
曲
披
露

し
ま
し
た
。
と
て
も
迫
力
あ
る
演
奏
で
し
た
。

　

次
は
、
１
・
２
年
生
の
発
表
で
す
。
１

年
生
は
「
夢
を
つ
か
め

－

絆

－

」
を
テ
ー

マ
に
、
劇
・
組
体
操
・
ダ
ン
ス
・
合
奏
・
手

話
合
唱
を
、
２
年
生
は
「
未
来
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
絵
を
「
は
り
絵
形
式
」
で
作
成
し
た

「
ビ
ッ
ク
パ
ネ
ル
」
・
劇
・
ボ
デ
ィ
ス
ラ
ッ

プ
・
三
段
タ
ワ
ー
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
メ
イ
ン
は
３
年
生
に
よ
る
ク
ラ

ス
劇
の
発

表
で
す
。

東
中
で
は

３
年
生
に

な
る
と
ク

ラ
ス
ご
と

に
劇
を
発

表
す
る
の

が
代
々
受

け
継
が
れ

て
き
た
伝

統
で
す
。

１

組

は

「N
e
w
 
S
t
o
r
y
 
S
n
o
w
 
W
h
it
e
 

P
r
in
c
e
s
s

」
、
２
組
は
「K

IN
G
 
O
F
 

P
O
P

マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン　

レ
ジ
ェ

ン
ド　

ス
ト
ー
リ
ー
」
３
組
が
「
屋
根
裏

チ
ュ
ー
学
校
」
と
、
今
年
も
生
徒
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
随
所
に
盛
り
込
ん
だ
三
者
三
様
の

舞
台
発
表
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

校
舎
内
で
は
、
美
術
部
・
家
庭
科
部
の
作

品
、
理
科
の
自
由
研
究
や
技
術
・
家
庭
科
の

発
明
創
意
工
夫
展
の
出
品
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
皆
で
一
つ
の
も
の
を
創
り

上
げ
る
こ
と
を
通
し
て
、
達
成
感
や
成
就
感

を
味
わ
っ
た
り
、
お
互
い
の
よ
さ
を
認
め
合

い
、
協
力
性
を
学
ん
だ
り
、
日
々
の
教
科
の

学
習
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
「
け
や
き
祭
」。
三
芳
東
中
学
校
で
は

生
徒
が
誇
り
と
す
る
三
大
行
事
の
一
つ
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Z
学
校
教
育
課
（
H
５
２
３
）

　

上
富
の
農
業
セ
ン
タ
ー
脇
に
復
元
さ
れ
た

旧
島
田
家
住
宅
は
、
平
成
三
年
ま
で
上
富
の

島
田
功
家
の
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

も
の
で
す
。
住
宅
の
建
て
替
え
に
伴
い
、
氏

の
ご
厚
意
に
よ
り
町
が
部
材
の
寄
贈
を
受

け
、
三
富
開
拓
三
〇
〇
年
記
念
と
し
て
平
成

八
年
に
移
築
復
元
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

旧
島
田
家
住
宅
は
、
今
か
ら
一
八
〇
年

以
上
前
の
文
化
・
文
政
期
（
一
八
〇
四
〜

二
九
）
に
建
築
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
民

家
で
、
間
口
十
一
間
半
（
二
〇.

九
ｍ
）、

奥
行
四
間
半
（
八.

二
ｍ
）、
建
坪
五
二
坪

（
一
七
一

）
の
大
型
住
宅
で
す
。
三
富
に

現
存
す
る
民
家
の
中
で
は
も
っ
と
も
古
い
も

の
で
あ
り
、間
取
が
「
喰
違
い
型
四
間
取
り
」

と
い
う
「
広
間
型
三
間
取
り
」
か
ら
「
整
型

四
間
取
り
」
へ
の
移
行
期
に
当
た
る
間
取
り

で
あ
る
た
め
、
伝
統
的
な
民
家
の
変
遷
や
技

術
を
た
ど
る
上
か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
平
成

六
年
三
月
、
町
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
拓
当
初
、入
植
農
民
の
家
は
間
口
五
間
、

奥
行
き
二
間
の
一
〇
坪
（
約
三
三

）
ほ
ど

の
小
さ
な
家
を
建
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
さ
つ
ま
い
も
の
栽
培
が
始

ま
り
、
開
拓
か
ら
お
よ
そ
一
〇
〇
年
が
経
過

し
た
化
政
期
に
な
る
と
、
江
戸
で
評
判
と
な

る
ほ
ど
「
富
の
い
も
」
の
出
荷
量
も
増
え
、

川
越
藩
主
柳
沢
吉
保
の
願
い
通
り
富
ん
だ
村

と
な
り
、
島
田
家
の
よ
う
な
大
型
の
住
宅
が

建
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

島
田
家
で
は
、
島
田
伴ば

ん
か
ん完

に
よ
り
天
保
元

年
（
一
八
三
〇
）
か
ら
上
富
小
学
校
が
開
校

す
る
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
ま
で
、
寺
子

屋
「
玉

ぎ
ょ
く
せ
ん
ど
う

泉
堂
」
が
開
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
玉
泉
堂
に
は
、
周
辺
四

〇
ヶ
村
か
ら
延
べ
三
〇
〇
人
も
の
子
弟
が
集

ま
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
に
な

る
と
各
地
に
寺
子
屋
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
ま
で
当
時
の
建
物
が
現
存
し
て
い

る
例
は
少
な
く
、
教
育
史
の
観
点
か
ら
も
貴

重
な
建
物
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
「
富
の
川
越
い
も
」
の
幟
は
た
め
く
晩
秋

の
け
や
き
並
木
通
り
。
農
家
の
庭
先
販
売
を

巡
り
な
が
ら
、
旧
島
田
家
住
宅
を
訪
ね
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

Z
社
会
教
育
課
（
H
５
１
７
）

教
育

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス　

芸
術
の
秋
、三
芳
東
中
学
校
「
け
や
き
祭
」

「
初
め
は
も
め
た
り
し
て
思
う
よ
う
に
準

備
が
進
ま
な
か
っ
た
け
ど
、
日
を
追
う
ご

と
に
ク
ラ
ス
内
が
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
。」

「
皆
で
協
力
し
て
一
つ
の
劇
を
作
り
上
げ

よ
う
と
す
る
雰
囲
気
が
で
き
、
当
日
は
満

足
の
い
く
演
技
が
で
き
た
。」「
練
習
や
準

備
を
通
じ
て
友
だ
ち
の
違
う
一
面
を
発

見
す
る
こ
と
も
で
き
、
ク
ラ
ス
の
絆
が
深

ま
っ
た
気
が
す
る
。」

生
徒
の
感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

文
化

み
よ
し
歴
史
探
訪　

文
化
財
を
訪
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
八
回　

旧
島
田
家
住
宅
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中央図書館　２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

地元農家の穫れたて野菜を、直径２ｍの大鍋で1000人分調理します。

深まる秋の休日を温かくておいしい「いも煮」で楽しみましょう！

※いも煮会イベントは、ステージタイムスケジ
ルと調整して進行しますので、進行時間はおお
よその目安です。

機材運搬・設営協力：三芳町災害対策協力会
食材協力：三芳町農家組合長連絡協議会
調理協力：三芳町赤十字奉仕団・つくし会

材料
紹介

9:40

煮込み
開始

9:50

お味見
タイム

11:30

販売
開始

11:40 １杯 100円

2011年11月１日発行広報みよし No.897

9:30 オープニング（開会式） ステージ

　開会の言葉　産業祭実行委員会副会長

　名誉会長挨拶　三芳町長

　主催者あいさつ　産業祭実行委員長

　来賓紹介

9:50 入間東部地区消防音楽隊演奏 ステージ

9:50 農産物品評会出品物販売予約受付 品評会会場

10:00 ブルーベリー苗木200本無料配布（先着200名）
《埼玉県「一人一本植樹運動」推進事業》

コピス前路上

10:10 みふじ幼稚園児　ピアニカ・鼓笛隊演奏 広場

10:50 農産物品評会入賞者　表彰式 ステージ

11:10 三芳町民謡連盟　民謡と踊り ステージ

12:30 三芳町青年農業者協議会（ＭＡＣ21）
チャレンジしよう！めかた当てゲーム
　11時から12時まで本部テント前で参加者受付（先着50名）

本部テント隣

12:50 三芳町商工会青年部　ビンゴゲーム ステージ

　10時から青年部テント前で用紙配布（先着300名）

13:30 歌謡ショー ステージ

★ものまねタレント　亘
わたる

　哲
てっぺい

兵

★父子デュオ　山田龍二＆大輔

15:00 エンディング（閉会式） ステージ

　閉会のことば　産業祭実行委員会副会長

16
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　　　「つくし文庫」　ぜひ、おいでください。　

　第３土曜日　10時～正午
上富第１区集会所　（三芳町上富1909-1）駐車場有

　＊11月19日　ちっちゃな映画会（紙芝居もやります。）《無料》
　＊12月17日　クリスマスお楽しみ会 《無料》

11月 の 予 定

★



図
書
館
の
本
棚
「
落
語
」
ー 

健
康
に
は
「
笑
い
」
が
効
果
的
♪ 

ー　
　

別
置
紹
介
中

【
一
般
書
】
『
も
う
一
席
う
か
が
い
ま
す
。
』

【
一
般
書
】
『
今
夜
も
落
語
で
眠
り
た
い
（
文
春
新
書
）
』

【
一
般
書
】
『
落
語
の
聴
き
方 

楽
し
み
方
（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書
）
）
』

松
本
尚
久 

著

筑
摩
書
房　

２
０
１
０
年
１
２
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

７
７
９
マ
ツ

　

落
語
を
や
や
ロ
ジ
カ
ル
に
捉
え
た
一
冊
。
漫
才
、

悲
劇
、
喜
劇
な
ど
類
似
の
表
現
や
、
映
画
、
浄
瑠
璃

な
ど
の
芸
能
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
つ
つ
、
落

語
と
は
何
か
に
つ
い
て
読
者
と
考
え
て
い
く
１
冊
。

古
今
亭
志
ん
朝 

著

河
出
書
房
新
社　

２
０
０
６
年
８
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

７
７
９
コ
コ

　

志
ん
朝
氏
の
対
談
の
中
に
は
父
で
あ
り
師
匠
で
も

あ
る
志
ん
生
氏
に
触
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
多
く
、
一

時
代
を
築
い
た
志
ん
生
・
志
ん
朝
親
子
の
こ
と
を
よ

り
一
層
知
る
事
の
で
き
る
１
冊
。

【
一
般
書
】
『
余
命
一
年
落
語
家
に
な
る

－

楽
し
い
こ
と
は
ラ
ク
な
こ
と

－

』

中
野
翠 

著

文
藝
春
秋　

２
０
０
６
年
２
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

Ｓ
７
７
９

　

１
日
の
終
わ
り
に
落
語
を
聞
く
生
活
を
長
ら
く

続
け
て
き
た
著
者
が
40
作
超
の
噺
（
は
な
し
）
に
触

れ
な
が
ら
落
語
の
良
さ
や
得
ら
れ
た
物
に
つ
い
て

語
る
。
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
噺
が
見
つ
か
る
か

も
。

天
神
亭
楽
々
＋
テ
レ
ビ
朝
日
取
材
班 

著

ぶ
ん
か
社　

２
０
０
９
年
１
２
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

９
１
６
テ
ン
ジ
ン

　

「
そ
の
決
断
が
美
し
か
っ
た
。
」
そ
れ
が
本
著
へ

の
感
想
で
す
。
命
の
期
限
を
知
り
、
社
会
と
寸
断
さ

れ
て
か
ら
再
び
つ
な
が
る
過
程
に
何
を
見
た
の
か
。

一
歩
を
踏
み
出
し
た
強
さ
を
学
べ
る
１
冊
。

◆「つくし文庫」って？

　赤ちゃん連れのお母さんも、

幼稚園児も、小学生も、お父

さんも、三芳町の人ならどな

たでも大歓迎。室内遊びやお

しゃべりを楽しんだり、絵本

を読んだり借りたりできます。

◆どんな風に運営しているの？

　「地域の大人で子どもたちを健やかに

育てたい」「子どもたちが安全に遊べ、絵

本や物語にも親しめる空間がほしい」と

いう思いから誕生。20 年以上もの間、

地区のお母さんボランティアにお世話い

ただいて続けることができています。

《募集！》「つくし文庫」お手伝いボランティアを探しています。
　 月に1回、第3土曜日の10時～正午だけ、文庫を開くお手伝いをし
てくださいませんか？子ども好きな人、絵本が好きな人、親子で
参加しながら「一緒にいるだけ」のお手伝いも大歓迎です！
 　　　　　　　　　　　問い合わせ　中央図書館　258－6464

〈中央図書館〉

★落語に親しむ会　　《申込受付中》

　11月19日　13：30～15：00　大人50人

　三教亭南教（唐沢小学校校長）

　－古典落語「文七元結」他－

　※申し込みは、中央図書館まで。電話可。

ぐりぐらタイム
（絵

えほ ん 　 か み し ば い

本・紙芝居・手
てあ そ

遊び・本の紹
しょうかい

介 )

第１・３金曜日

11：00～ 11：15　６ヶ月～１歳
さい

（保
ほご し ゃ ど う は ん

護者同伴）

11：20～ 11：40  ２・３歳～（保
ほご し ゃ ど う は ん

護者同伴）

第２・４火曜日　16：00～ 16：30　3歳～小学生

かにかにこそこそ

　（昔話などを覚えて語る練習会）
第３水曜日　10：00～ 12：00　大人対象

としょかん・くらぶ

第４土曜日・会員制

　　10：10～ 11：00　１・２年生 35人

　　11：10～ 12：00 　３～６年生 50人

※本の読み聞かせとブックトークで本に親しみます。

○ブックスタート

　（４か月児健診時に、保健センターにて）

◎ブックスタートプラス

　（２歳児歯科健診のあと、中央図書館にて）

〈竹間沢分館〉

ぐりぐらタイム
（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）

第４火曜日

11:00～ 11:30　６か月～３歳（保護者同伴）

◆スイミ－おはなし会
　 　　（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）

第４木曜日　16:00～16:30　４歳～小学生

【地域文庫のお知らせ】

（児童書の貸出、お話会など。）

つくし文庫‥11月19日、10：00～12：00

　　　場所／上富第１区集会所にて

あらた文庫‥毎週火曜日　15：30～18：00

　　　場所／荒田自宅にて

（藤久保536－4　三芳東中学校近く）

上富

日 月 火 水 木 金 土
  1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 12/1 12/2 12/3

◎
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北永井児童館 258−9962
藤久保児童館 258−9965
竹間沢児童館 259−8315

広報みよし No.897

バスケットボールを始めよう！小学生体験短期教室

　小学生を対象としたバスケットボール教室です。まずは、

運動・バスケの楽しさを感じてもらえることを目指します。

日　程　第2回 11月26日　第4回 3月24日
　　　　第3回 １月21日
時　間　13:45～16:00（指導は14:00頃から）
場　所　総合体育館アリーナ（1階）
対　象　小学生以下の男女（主に未経験者）
参加費　1人 1回 1,500円
講　師　谷口 悠希
申込み　参加受付中。総合体育館まで
すべて１回完結の内容になっていますので、途中か
らの参加でもOKです。１回目に来られなかった方
も、是非ご参加ください。

祝日特別スタジオプログラム
11月23日の祝日は、『総合体育館オープン5周年記念』 ス
タジオは、特別プログラムを組みました。

9:30～10:30　溝越
仙人体操

9:45～10:30　東森
ボールエアロ

10:45～11:30　山口
ステップⅠ

10:45～11:30　吉田
からだリセット

11:45～12:30　キム
アロマストレッチ

11:45～12:30　土田
初級エアロ

12:45～13:30　祖父江・山本
みよし'S ☆ブートキャンプ

12:45～13:30　土田
中級エアロ

13:45～14:45　野口
やさしいヨガ

13:45～14:30　木津
ＺＵＭＢＡ

15:00～15:45　緒方
ビギナーエアロ

15:00～16:00　神武
ピラティス

16:10～16:40　外園
ストレッチポール30

16:15～17:00　木津
ラテンエアロ

17:10～17:40　陣野
ウエストターゲットシェイプ30

17:50～18:20　陣野
太極拳deフィットネス

18:30～19:20　陣野・外園
リーボックマーシャルアーツ

18:30～19:00　東森
癒しのストレッチポール

19:40～20:25　篠崎・池田
三芳オリジナルサーキット

19:30～20:30　野口
やさしいパワーヨガ

※ この日限り、利用時間の制限なく、1回の利用でいくつで
もレッスンが受けられます。
　詳しくは、館内の案内をご覧ください。

11
月
12
日　

土 　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

皆
さ
ん
が
観
て
い
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
オ
ペ
ラ
が
ど
の
よ
う
に
し

て
作
ら
れ
て
い
る
か
気
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
東

京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
常
務
理
事
の
経
験
を
持
つ
講

師
が
、
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
ま
す
。

会
場　

多
目
的
室　
　
　

参
加
費　

無
料

講
師　

榑
松
三
郎
児

11
月
23
日  

水
・
祝  

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時

ハ
ー
プ
の
歴
史
や
構
造
、
種
類
、
奏
法
を
楽
し
く
学
び
、
実
際

に
ハ
ー
プ
を
さ
わ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
、
講
師
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
♪

会
場　

ホ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
料　

１
０
０
０
円

講
師　

井
上
久
美
子
・
新
井
薫　
　
　

聴
講
券　
　

５
０
０
円

12
月
24
日　

土 　

午
後
２
時
30
分 

開
演

薩
摩
琵
琶
と
フ
ル
ー
ト
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
！

会
場　

ホ
ー
ル　
　
　

料
金　

５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

出
演　

上
田
純
子（
薩
摩
琵
琶
）　

ピ
ア
テ
ェ
ー
レ（
賛
助
出
演
）

　
　
　

ウ
ィ
ル
・
オ
ッ
フ
ェ
ル
マ
ン
ズ
（
フ
ル
ー
ト
）

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
・
問
い
合
わ
せ

文
化
会
館
コ
ピ
ス
み
よ
し

（
２
５
９
）
３
２
１
１

舞
台
の
裏
側
は
こ
う
動
い
て
い
る
！

ふ
れ
て
み
よ
う　

ひ
い
て
み
よ
う
！　

ハ
ー
プ

ク
リ
ス
マ
ス
に
語
る　

平
家
物
語

問い合わせ　総合体育館　258-0311

食の秋！

さつまいもの栄養って？

　秋といえば「実りの秋」といわれるように、美味し

い食べ物がたくさん実る季節です。その中でも秋の代

表的な野菜である「さつまいも」に注目してみましょう。

　さつまいもには栄養素が豊富に含まれています。

さつまいもに含まれる食物繊維には、便秘解消作用

だけでなく血液中のコレステロールを低下させる働

きや、血糖値をコントロールする働きもあり、大腸

ガン、高血圧、糖尿病などの成人病の予防に効果的

です。また、免疫を強化する働きがあるビタミンＣ

や、「若返りのビタミン」と呼ばれるビタミンＥな

どの各種ビタミンがバランスよく含まれています。

　さらに、さつまいもに含まれるカリウムは、体内の

余分な塩分を排出し、血圧低下やむくみを解消する

効果が期待できます。このようにさつまいもは様々な

栄養素を含んだ、高機能で美容にも効果的な食材です。

　旬の食べ物はおいしいばかりでなく、特に栄養が

豊富です。つい食べ過ぎてしまい、体重が気になっ

てしまうかもしれませんが大丈夫！食べ過ぎた分は

身体を動かして消費しましょう。脂肪を燃焼するに

はウォーキングやジョギングなどの有酸素運動が効

果的です。秋は「スポーツの秋」ともいわれるよう

に、過ごしやすく身体を

動かすには適した季節で

す。食だけではなくスポー

ツも楽しみ、秋を満喫しま

しょう！

イベント 日にち 時間 参加できる人 定員 予約 おまけ

北
永
井

のびのびタイム 11月2日 10:00～12:00 乳幼児親子 なし なし
ゴーゴーサーキット（コンビカー
で走りまわろう）、新聞紙あそび

秋のこども映画会 11月12日
10:30～11:30

13:30～15:30
全年齢 なし なし

16ミリフィルム映画の上映会児童
館で無料チケットを配布中

ふれあい編み物教室 11月26日 14:00～16:00 小学生 20 ◎
簡単な編み物作りを体験できます。
参加費100円　協力／つくしの会

一輪車クラブ員募集
11月1日
～18日

小学生以上 25 ◎

フレンドリーパーティー（3月）と
子どもフェスティバル（5月）での
発表に向けて一輪車の練習をします。
練習日…11/24より毎週土曜日午前

藤
久
保

親子であそぼう 11月1日 10:30～11:50 乳幼児親子 なし なし ボールプール、箱車、巧技台など

児童館であそぼう 11月12日 13:30～15:00 小学生以上 なし なし パットパットゴルフ

うきうき工作
11月22日
11月24日

14:00～16:00
幼児親子と
小学生

各20 ◎
プラスチックの薄い板を使って
キーホルダー作り（プラ板工作）

竹
間
沢

親子おしゃべり広場 11月2日 10:00～12:00 乳幼児親子 30組 ◎ ボールプールや巧技台で遊ぼう

みんなでつくろう
デー

11月17日 15:30～16:30 小学生以上 なし なし
プラ板に絵を描いてオーブンで焼くと
…!!素敵なミニピクチャーが作れるよ

第5回もちつき大会 11月26日 10:00～13:00

小学生以上（親
子での申込も
受け付けます）

30 ◎
うすときねでペッタンぺッタンもちつきを
しよう!!みんなでお雑煮作りもしましょう！
参加費150円　申込11/1～11/19

３
館
共
通

第2回児童館合同
ドッジボール大会

12月3日
9:45集合

10:00～11:30
小学生以上 50 ◎

場所／三芳町総合体育館１階アリーナ
申込方法／各児童館にて。11月末締切
いろいろな地域のお友だちと力を合わせ
て優勝を目指そう！

みどりのカーテン

全
戸
に
配
布

　

エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
み
よ
し

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
豪
雪
の
原
因
に
も
な
る
地
球

温
暖
化
の
防
止
を
目
的
に
、
実
行
委
員
会
を
結

成
し
て
「
広
報
み
よ
し
８
月
号
」
に
Ａ
４
判
２

頁
の
別
刷
り
に
て
「
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
み
よ

し
」
を
呼
び
か
け
、
町
内
88
箇
所
に
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
回
収
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

期
限
の
８
月
31
日
に
回
収
し
た
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
は
51
枚
、
参
加
人
数
１
２
４
人
で
し
た
。

回
収
結
果
・
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
つ
い
て

は
、
町
内
小
中
学
校
、
淑
徳
大
学
な
ど
実
施
分

と
併
せ
、
後
日
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

地
球
を
温
暖
化
か
ら
救
う
た
め
、
み
ん
な
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
減
し
ま
し
ょ
う
。
第
２
回
は

年
明
け
早
々
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
み
ど
り
環
境
グ
ル
ー
プ

代
表　

海
老
根　


（
２
５
８
）
２
６
７
４

又
は　

役
場
環
境
産
業
課
（
H
２
１
８
）

1819

児童館の行事は基本的に参加無料です。行事によっては年齢制限や定員設定、参加費等が必要な場合があります。
詳しくは、各児童館へお問い合わせください。また、来館する際は車に気をつけて来てください。

みんなでつくろうデー

「思いっきり描いてみよう！」と、開催さ
れた "みんなでつ
くろうデー" 。
　用意された大
きな木に、手形
模様の葉っぱをつけて秋を呼ん
だり、普段絵を描くには使わないよ
うな材質のものに描いてみたりして
楽しみました。

竹
間
沢

第26回あそびのへや運動会

　10月12日に開催され
たあそびの部屋運動会。
就学前の子どもとその
保護者が、総合
体育館で走った
り、投げたり、

踊ったり。保護者とはもちろん、同
年代の子どもたちとの楽しい運動会
となりました。



■各コーナーへの投稿を募集しています。投
稿は、「住所」「氏名」「電話番号」を楷書で
忘れずに明記してください。
（あて先）三芳町藤久保1100番地１
　　　役場政策秘書室（258）0019
　　（H311～313）FAX274-1054
Ehisyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp

●
選
者　

椎
名
恒
治
（
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
参
与
）

●
投
稿
先　

吉
田
和
代
（
藤
久
保
三
九
二
八

－

二
〇
）

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
、
電
話
番
号
明
記
。

●
投
稿
先
・
林　

保　

三
芳
町
上
富
六
六
六　


（
２
５
８
）
４
１
７
９

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
で
25
日
ま
で
に

【
募
集
要
項
】
ア
イ
ド
ル
…
１
人
に
つ
き
１
回
。
未
就
学
児
限
定
（
た
だ
し
、
初
め
て
の
未
就
学
児
と
一
緒
に
写
っ
て
い
れ
ば
、
２
回
目
・
小
学
生
も
可
。
）
順
次
掲
載
。
ア
ン
テ
ナ
・
み
よ
し
パ
レ
ッ
ト
！
…
宗
教
団
体
・
政
治
団
体
・
営
利
目
的
（
営
利
団
体
を

含
む
）
の
投
稿
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
１
団
体
に
つ
き
、
年
間
１
回
（
ア
ン
テ
ナ
は
年
間
２
回
）
ま
で
。
（
先
着
順
）
※
紙
面
の
都
合
上
、
要
点
の
み
の
掲
載
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
携
帯
端
末
サ
イ
ト
の
ご
案
内

ラ
イ
フ
バ
ス
の
時
刻
表
が
確
認
で
き
た
り
と
、
便
利
な
サ
イ
ト
で
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
し
た

携
帯
電
話
で
読
み
取
る
と
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
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【問題】31回目を迎える産業祭。今年の

開催は11月何日？

【応募要領】答え、住所、氏名、年齢、

職業と「広報みよし」の感想を書いて、

11月15日までに（当日消印有効）

【10月号の答え】

地域包括支援センター

（応募総数18通、正解18通）

【正解者】記念品を正解者５人に。広報

クイズ正解者の発表は、当選者への賞品

の発送をもって代えさせていただきます。

【上富】

阿部暖
だん
ちゃん（4歳）

　　夏
なつ
ちゃん（2歳）

ケンカもするけど、すぐ仲直りする２人。

　いつも元気いっぱい外で遊んでるよ。

おいでください

●フォークダンス「フリージア」
初心者講習会▽世界の民族音楽
に合わせて踊りませんか。どなた
でもお気軽にご参加ください。▽
P11月22日・29日・12月６日・13

日、いずれも火曜日午前10時～正
午▽Q中央公民館ホール▽S無料
▽W20人▽Z西片259－6079、
中央公民館258－0050

●第６回「朗読会」へのご案内▽心
温まる作品から、思わず笑ってしまう
作品まで、朗読の世界をどうぞお楽
しみください。多くの方のご来場お
待ちしています。▽P11月27日、午
後２時～（開場／午後１時30分）▽Q
竹間沢公民館ホール▽S無料▽Z
萩野（七月の朗読会）259－0590

会員募集

●着付の会▽着物を着て楽しみ
ませんか？初めての方もおいでく
ださい。▽P11月10日、午前10

時～11時30分▽Q藤久保公民館▽
Y着物・帯・小物一式▽Z佐藤

259－3611（午前のみ）
●短詩型文芸である短歌に関心・
興味をお持ちの方、初心者・ベテ
ランを問いません。ご参加をお待
ちしています。▽P毎月第２月曜
日、午後１時～４時▽Q藤久保公
民館▽S月1,000円▽Z中村258

－4353

●楽しい女性英会話教室ジョリー
メイト▽先生は英国生まれ、豪
州育ちの紳士です。日本語でのお
しゃべりタイムもあります。お気
軽に見学へおいでください。▽P
第２・４水曜日、午後３時30分～
５時▽Q竹間沢公民館▽S《入会
金》1,000円《月会費》2,500円▽
Z山口293－5687

リサイクルの広場

【投稿・問い合わせ】環境産業課環
境対策係（H216～218）F274－1052

E kankyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp
▽ゆずります
ミニ四駆コース／オイルヒーター
／子供用自転車24インチ・22インチ
（男児用）／電子ピアノ／みふじ幼

稚園（男児・女児）制服／チャイル
ドシート／拡大機／座卓／ピアノ
▽ゆずってください
自転車24インチ／銀の鈴幼稚園女
児制服／ひな人形／ロックミシン
／女性用トルソー／一輪車

ミニひろば
★介護の勉強をしたいと思ってい
たので、介護の特集はためになり
ました。（北永井Ｍさん）
★介護の特集は、介護を受けてい
る本人、家族の声が載っており、
大いに参考になりました。（藤久
保Ｗさん）
★文字が大きくなり、横書き・タ
テガキがいろどり良く、読みやす
いです。（藤久保Ｙさん）
★秋です。三芳のおいしいサツ
マイモを、今年もいっぱい食べま
す！（藤久保Ｍさん）
★ペットの適正飼育のことが書い
てありました。尿もそうですが、
フンも困ったものです。（藤久保
Ａさん）

おたよりコーナー

朝
毎
に
咲
く
あ
さ
が
ほ
は
水
の
色
八
月
逝
く
も
秋
は
ま
だ
ま
だ　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

繁
子

復
興
へ
轟
け
花
火
胸
を
打
つ
闇
に
溢
れ
て
光
ひ
ろ
が
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
み
さ
子

大
型
の
台
風
去
り
し
涼
風
に
重
ね
着
し
て
を
り
土
用
丑
の
日　
　
　
　
　
　
　
　

祖
父
江
桂
子

「
ミ
ー
子
さ
ん
」
十
七
年
間
あ
り
が
と
う
わ
れ
に
抱
か
れ
静
か
に
逝
き
ぬ　
　
　

折
田　

和
子

原
発
事
故
の
放
射
能
区
域
の
生
ま
れ
故
郷
我
が
家
へ
帰
れ
ぬ
つ
ら
さ　
　
　
　
　

高
木　

正
彦

み
ち
の
く
の
夏
を
彩
る
六
魂
祭
こ
の
心
意
気
に
復
興
誓
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
野　

一
郎

お
は
よ
う
今
日
一
日
始
ま
り
し
幸
福
抱
き
て
お
や
す
み
な
さ
い　
　
　
　
　
　
　

永
石　

和
子

円
や
か
に
く
び
れ
た
る
赤
子
の
手
を
取
れ
ば
我
が
脂
に
ぎ
る
小
さ
き
温
も
り　
　

内
藤　

歌
野

議
員
さ
ん
論
議
を
交
わ
し
て
い
る
ひ
ま
に
子
供
に
遊
び
場
返
し
て
欲
し
い　
　
　

井
上　

悦
子

八
十
路
な
る
兄
が
育
て
し
桃
届
く
箱
開
く
手
の
一
瞬
止
ま
る　
　
　
　
　
　
　
　

西
尾　

慶
子

【選評】暦のとおりには秋が訪れない。相次ぐ台

風による近畿紀州の水害。さわやかな秋空を仰ぎ

たいですね。復興を願う花火が方々であがりまし

た。みなさまのご健詠を期待します。

（椎名恒治）

菊
日
和
遍
路
の
道
を
バ
ス
の
列　
　
　
　

田
中　

正
三

故
郷
の
変
ら
ぬ
景
色
稲
田
か
な　
　
　
　

沼
波
そ
め
子

糾
な
い
で
空
鮮
や
か
や
鳳
仙
花　
　
　
　

斉
藤　

信
乃

被
災
地
の
悲
し
み
新
た
迎
え
盆　
　
　
　

高
山　

正
彦

向
日
葵
や
希
望
の
光
被
災
地
に　
　
　
　

西
片　

和
子

遠
花
火
暗
い
浮
世
に
花
咲
か
せ　
　
　
　

荻
原　

雅
夫

敬
老
や
使
い
こ
ま
れ
し
椀
二
つ　
　
　
　

前
田　

任
子

毘
沙
門
堂
柄
杓
に
宿
る
水
の
秋　
　
　
　

抜
井
満
智
子

鰯
雲
遥
か
故
郷
慕
い
お
り　
　
　
　
　
　

伊
藤　

幸
子

爽
や
か
な
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
誉
か
な　

小
林　
　

瀞

み
仏
に
菊
を
供
え
て
喜
寿
を
過
ぐ　
　
　

大
崎　

栄
子

父
の
日
や
妻
が
気
遣
う
に
ぎ
り
寿
司　
　

星
野　

一
郎

茜
雲
風
鈴
の
音
間
伸
び
し
て　
　
　
　
　

佐
々
木
年
郎

立
秋
や
神
田
界
隈
古
書
の
店　
　
　
　
　

森
下　
　

茂

大
木
に
熊
の
爪
痕
鰯
雲　
　
　
　
　
　
　

島
津　

和
子

ガ
ス
灯
に
懐
慕
の
母
と
旅
の
秋　
　
　
　

市
川　
　

勇

雨
止
み
て
夜
ま
で
続
く
虫
の
声　
　
　

野
原
七
郎
エ
門

真
桑
瓜
昔
の
味
を
な
つ
か
し
む　
　
　
　

沖
野　

澄
江

昼
顔
や
ひ
と
日
静
か
に
夕
凋
む　
　
　
　

荒
谷　

和
己

老
い
し
身
を
大
事
に
生
き
て
秋
彼
岸　
　

金
谷　
　

武

　

空
手
の
起
源
が
琉
球
（
沖
縄
）
に
あ

る
こ
と
、
ご
存
知
で
す
か
？
そ
の
琉
球

王
家
の
秘
伝
武
術
で
あ
る
本
部
御
殿
武

術
。
空
手
の
形
に
留
ま
ら
ず
、
刀
剣
類

を
主
体
と
し
た
武
術
や
、
身
の
回
り
の

も
の
を
武
器
と
す
る
技
な
ど
、
技
と
心

の
真
意
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
部
御
殿
武
術
で
女
性
に
も
お
勧
め

な
の
が
「
取
手
（
と
り
て
）
」
と
い
う
技
。

関
節
の
構
造
を
利
用
し
、
相
手
を
傷
つ

け
ず
に
無
抵
抗
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

技
で
す
。

　

健
康
と
体
づ
く
り
に
も
効
果
的
な
本

部
御
殿
手
。
初
心
者
歓
迎
！
気
楽
に
見

学
・
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

池
田 


（
２
５
８
）
５
５
１
８

▲本部御殿武術の会員の皆さん

本
もとぶうどぅんぶじゅつ

部御殿武術（本部流空手）
活動日　毎週日曜日…午前９時～正午
場所　 竹間沢・藤久保・中央公民館、

総合体育館のいずれか
HP：http://www.geocities.jp/shudoukanjp/

　手道館　　　　で検索

21 20


空
手
の
他
、
棒
を
活
用
し
た
武
術
な
ど
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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Z保健センター
258－1236
F258－5994

　

視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に

よ
る
乳
が
ん
検
診
で
す
。

　

次
の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
官

製
は
が
き
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

は
が
き
の
記
入
方
法
は
、
下
記
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
町
に
住
所
の
あ
る
満
30
歳

以
上
の
女
性
で
偶
数
月
生
ま
れ
の
人
。

昨
年
度
乳
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
て

い
な
い
奇
数
月
生
ま
れ
の
人
。

【 

検
査
方
法
】
視
触
診
及
び
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
（
乳
房
専
用
Ｘ
線
撮

影
）

【  

日
時
】
平
成
24
年
１
月
26
日


　

・
１
月
27
日
　

各
日
午
前
９
時

　

〜
午
後
３
時

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
定
員
】
200
人

　

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

【
自
己
負
担
金
】
２
千
円

【
申
込
締
切
】
11
月
１
日

〜
11
月

　

30
日
　

※
当
日
消
印
ま
で
有
効

次
の
人
は
、
集
団
健
診
の
乳
房
撮
影

は
で
き
ま
せ
ん
。


妊
娠
し
て
い
る
人
。
ま
た
は
、
妊

娠
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
人
。


授
乳
中
の
人
（
き
ち
ん
と
し
た
圧

迫
、
撮
影
が
で
き
ま
せ
ん
）


豊
胸
術
を
さ
れ
た
人
（
圧
迫
に
よ

り
豊
胸
パ
ッ
ク
が
破
裂
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
）


胸
壁
に
人
工
物
（
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
・
Ｉ
Ｖ
Ｈ
ポ
ー
ト
、
Ｉ
Ｖ
シ
ャ

ン
ト
な
ど
）
が
入
っ
て
い
る
人
。

（
圧
迫
に
よ
り
破
損
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
）


乳
房
の
手
術
後
１
年
以
内
の
人
。

乳
が
ん
検
診
（
集
団
）

《
は
が
き
の
記
入
例
》

はじめ
て子育て講座「ほっとサークル」

ママもパパもみんなで楽しく子育てしませんか？
2人目や3人目を子育て中の人も参加をお待ちしています。

　引っ越して来たばかりで近所に知り合いが少ない、同

じ月齢くらいの子どもを持つ知り合いが欲しい、2人目だ

けど上の子の時と全然違うことばかり…そんなお悩みを解

消するのに「ほっとサークル」に参加してみてはいかがで

しょうか？多くの参加者は「ママ友が欲しい」「子育ての

情報を知りたい」という理由でした。同じ目的を持った人

と知り合える良い機会にしてみませんか？

【対象】平成 23年 7月～ 9月生まれのお子さんとご家族

　（パパの参加もお待ちしています）

【時間】午前10時～11時30分（全日程共通）【費用】無料

【定員】20 組（定員を超えた場合は第 1子の人を優先）

▲離乳食の試食の様子（２日目）

日　程 場　所 場　所 持ち物

11月24日


・自己紹介
・子育てに関するゲーム
・おもちゃ作り
（保健師と一緒に）

藤久保公民館
２階和室 ・母子健康手帳

・筆記用具
・バスタオル
・オムツ、ミ
ルクなど赤ちゃ
んに必要なもの
（全日程共通）

11月30日


・離乳食についての話
　離乳食の試食あり
（管理栄養士と一緒）

保健センター
２階調理室

12月７日


・絵本と赤ちゃんの
　ふれあいタイム
（図書館司書と一緒に）

中央図書館
２階会議室

・各日程とも、可能な限り参加者同士の自由時間を設ける予定です。

●子育て支援センター　Z258- 5106・F258- 5136

内　容 対　象 日　程 時　間 場　所 備　考

なかよし広場

０歳児
ねんねひろば 11/２、10、16、30

10：00
～12：00

子育て支援
センター

部屋や園庭での自
由遊び、絵本の読
み聞かせ、歌や手
遊び、ふれあい遊
びを行います。
予約不要

０歳児
ハイハイひろば 11/８、18、24

１歳児 11/11、17、22

２歳児～ 11/９、15、21、29

わくわくタイム（午前）
「お誕生日会」 0～５歳児 11/28 10：00

～12：00
藤久保児童館

予約不要

わくわくタイム（午後）0～５歳児 11/７、21、28 13：00
～15：00 予約不要

なかよし講座
「楽しいおイモ掘り」
（ファミリーサポート共催）

２歳児～
親子15組 11/１（予備日11/４） 10：00

～11：30 江原農園
費用：500円
10/11（火）より
予約（電話可）

なかよし講座
「楽しい人形劇」 ０～５歳児 11/14 10：30

～11：30 藤久保児童館 予約不要

おひさま広場 ０～５歳児 11/７ 10：00
～12：00 富士塚公園 雨天：藤久保児童館

予約不要

おでかけなかよし広場 ０～５歳児 11/25 10：00
～12：00

北永井第３区
集会所 予約不要

・親子で外遊びが

大好きなので、楽し

かったです。（Ｏさん）・玉入れの玉が

たくさんあって、子どもがとても楽し

んでいました。（Ｓさん）・玉入れの玉

を追いかけて、子どもが声をあげて喜

んでいました。（Ｈさん）・子どもは、

かけっこでとったメダルがとても嬉し

そうでした。（Ｙさん）

おひさま広場140人参加

玉入れ前に皆でかけ声

会動運

かけっこで、メダルをとっ
たよ♪

●保健センター　Z258- 1236・F258- 5994

内　容 対　象 日　程 時　間 場　所 備　考

４ヵ月児健診 平成23年７月生 11/11

13：00～13：40
（時間厳守） 保健センター

m母子健康手帳

10ヵ月児健診 平成23年１月生 11/25

１歳６ヵ月児健診 平成22年４月生 11/４

２歳児歯科健診 平成21年４月生 11/15

３歳児健診 平成20年４月生 11/22

育児相談 ０歳～就学前の希望者 11/４ 9：15～10：00 m母子健康手帳

１．乳がん検診申込み
２．住　所
３．氏　名（フリガナ）
４．生年月日
５．性　別
６．連絡先
（日中連絡がとれる電話番号）
７．検査日・受付時間のご希望
　　第１希望　○月○日　○時～
　　第２希望　○月○日　○時～
　　第３希望　○月○日　○時～

郵便はがき
354－0041
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ママの

申　込　方　法

　電話・メール・FAXで保健セン

ター宛に申し込みください。メー

ルとFAXの場合は件名に「子育

て講座申込み」、本文に「参加

する父または母の氏名、子の氏

名と生年月日、住所、電話番

号、第何子か（兄又は姉の同伴

の有無）」を書いて送信してくだ

さい。申し込みは、講座初日の前

日（11月23日）までにお願いしま

す。

詳細等は、保健センターに問い合

わせください。

健
康

保
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　11月の土曜開庁日は「11月5日」

です。本庁、出張所ともに午前8時

30分から正午まで開庁しています。

町内工事予定一覧

工事名 完成予定 工事箇所 距離

1 町道幹線８号線道路改良工事 平成24年３月15日 上富第1区地内 164.50m

2 街路樹管理業務委託 平成23年12月12日 三芳町内

お知らせ
講習会

上級救命講習会26

P上級救命講習会：11月19日

　午前９時～午後６時

　普通救命講習会：11月27日

　午前９時～正午

V 三芳町・富士見市・ふじみ野市に

在住・在勤の人

　 三芳町・富士見市・ふじみ野市に

在住で、普通救命講習会終了した人

W30人　U11月7日～11日の間に

下記まで連絡し予約をしてください

Z入間東部地区消防本部救急課　

261-6673（平日のみ）

午前8時30分～午後５時まで受付
公　売

保留地公売案内25

【公売地】三芳町藤久保第一土地区画

整理事業地内２画地

【保留地番号１】位置：15街区１画地

/面積：339/価格：39,663,000円

【保留地番号４】位置：30街区１画地

/面積：131/価格：16,506,000円

【受付時期】11月１日～10日

午前９時～午後４時（平日のみ）

【公売方法】公開抽選/抽選日11月15

日　午前10時～

Z土地区画整理組合259-5954

赤十字救急法講習会27

P平成24年１月22日

午前９時30分～午後４時30分

Q総合体育館研修室

X心肺蘇生法・AEDの使い方・気道

異物の除去

【指導者】日本赤十字社救急法指導員

【受講資格】満15歳以上で終日参加で

きる人　t30人（多数の場合抽選）

S無料（ただし教材費、保険料として

1,500円　Z日本赤十字社埼玉県支部

講習係　048-789-7117

スポーツ

チャリティーテニス
ミックスダブルス大会

28

日時 11月27日※予備日なし

場所
運動公園テニスコート
竹間沢コート

種目 クラス別 ミックス・ダブルス戦

参加資格 協会員、町内在住・在勤・在学者

参加費 １ペア2,400円（１人1,200円）

申込み
問い合わせ

11月３日～12日の平日
運動公園６番コートで受付
受付時間：午前９時～午後３時
メール受付
Emta-g5@freeml.com
岡野258-9200

林　258-4809

説明会

年末調整説明会29

平成23年分源泉所得税の年末調整説明

会を次の日程で開催します。

開催日時 場所 時間

11月16日 コピス
みよし

午後２時～４時11月17日 川越市
市民会館

11月21日 坂戸市
文化会館

Z川越税務署法人課税第２部門

　235-9411（代表）

～視覚障がいの方へ～
「同行援護」開始

17

障害者自立支援法の改正により、10月

１日より視覚障がい者（児）の外出支

援を行う障がい福祉サービス「同行援

護」が始まりました。

i視覚障がいの人で、移動に困難を

有し、国の定める基準に該当する人。

X必要な視覚的情報の支援（代筆・

代読を含む）移動の援護排泄・食

事等の介護※経済活動に係る外出、通

年かつ長期にわたる外出などには利用

できません。

利用者負担：原則としてサービスに要

する費用の1割。※所得に応じ、月ご

との利用者負担額上限あり

※生活保護受給世帯、非課税世帯に該

当者は、負担なし。

Y身体障害者手帳、印鑑　Z・U福祉課

障がい者福祉係（H174～176）F274-1051

健康・介護

就職・試験

【産休代替】
保育士臨時職員募集

21

Q第３保育所【勤務時間】平日午前8

時30分～午後5時15分　時差出勤あり

　※状況により土曜勤務有　R平成

23年12月９日～平成24年3月31日まで

（更新有）【資格要件】保育士有資格

者【賃金】日給7,600円　I厚生年金、

健康・雇用・労働災害保険加入有、有

給休暇有、通勤手当有　Zこども支援

課保育係（H162～164）　F274-1051

臨時職員募集

聞こえに関する
シンポジウム開催

22

P11月21日午前10時～12時30分　Q

役場庁舎３階会議室　X第１部「聞こ

え」に関する講演会　【講師】ななふく

苑施設長　永井紀世彦氏　第２部「聞

こえ」に関するパネルディスカッション

【テーマ】障がい者やお年寄りの聞こえ

を話し合います。　Z福祉課障がい者

福祉係（H176）　F274-1051

講　演

介護予防教室18

P11月13日　午後１時30分受付、午

後２時開始　Qデイサービスはなまる

（北永井891）　X「楽しく貯筋!自宅で

気軽に介護予防」【講師】看護師　服部

京子氏　Y上履き、タオル、動きやすい

服装　i高齢者・介護予防に関心の

ある人　Z・U三芳町在宅支援セン

ターはなまる　258-7067

税を考える週間23

税の役割、適正・公平な課税と徴収の

実現に向けた取り組みやＩＴ化・国際

化に対する諸施策について紹介します。

テーマ「税の役割と税務署の仕事」

P11月11日～17日

Z川越税務署235-9411

自衛官採用試験19

【種目】陸上自衛隊高等工科学校生徒（一

般）　陸上自衛隊高等工科学校生徒（推薦）

【資格】中卒（見込含）で17歳未満の

男子（平成24年４月１日現在）

【受付期間】〈一般〉平成23年11月1

日～平成24年1月6日〈推薦〉11月1日

～12月16日

【試験日】〈一般〉■一次：平成24年1

月14日　■二次：平成1月28日～31日の

うち指定する一日　〈推薦〉平成24年1

月7日～9日のうち指定する一日

U・Z自衛隊入間地域事務所

川越募集案内所224-0947

就職面接会（新卒・既卒）20

平成24年３月に大学・短大・専修学校等、

高校を卒業予定の人、平成21年３月以

降に卒業した人を対象に開催します。

P11月22日午後2時～４時　Q志木市

民会館パルシティ２階　【参加企業】ハ

ローワーク朝霞・川越管内の28社を予定

Zハローワーク朝霞048-463-2233

納期限にご注意ください

11月30日の納期限は次のとおりです。
納期限内に納付してください。

■国民健康保険税（第５期）

■介護保険料（第５期）

■後期高齢者医療保険料（第５期）

収納は藤久保・竹間沢出張所でも行っ

ています。

27 26

工　作

P12月7日午前10時～：リース作

り12月14日午前10時～：正月のド

ア飾り　Q藤久保公民館ホール　W各

回25人（先着順）【講師】岸　千恵氏

S各2,500円（材料費含む）　m花はさみ、

エプロン、メガネ　U11月4日午前９時

より申込開始、11月18日までに、参加費

を添えて藤久保公民館に申込み（午前９

時～午後５時の間 土・日・祝除く）　Z藤

久保公民館258-0690 F258-9625

キュートなリースと
お正月のドア飾り

24

11月の土曜開庁は5日です
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住民の皆様に耳よりな情報をお届けします 三芳町役場 049（258）0019
〒354-8555　三芳町大字藤久保1100番地1
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ツイッター配信中！
イベント情報やお知らせ、みらいくん
とのぞみちゃんのつぶやき配信中！

G twitter.com/miyoshi_machi

イベント

三富開拓を命じた柳沢吉保公の人形を乗せ

た山車が、上富けやき並木を曳き廻ります

P11月６日午前10時30分～午後３時30分（雨

天順延）11月13日　Q上富地区のけやき並

木（南側所沢境から北側ふじみ野境まで）※

時間によって一部交通規制区間あり　Z社

会教育課文化財保護係（H517） F274-1056

上富まつり開催01

人権を考える集い02

P11月18日午後２時～４時30分

Q富士見市立針ヶ谷コミュニティセン

ター ３階ギャラリー　X全国中学

生人権作文コンテスト優秀作品の紹介

講演「インターネットによる人権侵

害」【講師】佐藤佳弘氏　Z総務課人

権推進係（H404・405）F274-1055

P11月26日【開場】午後１時【開演】

午後1時30分～　Q竹間沢公民館ホール

X■人権作文発表（朗読/表彰）

　■コンサートと語り～うたのちから～

　■出演：梅原司平（シンガーソングライター）

S無料　Z社会教育課社会教育係

（H514・515）F274-1056

人権教育実践交流会03

P12月24日午前10時～正午

Q藤久保公民館ホール

t40人（先着順）　S無料

U11月14日午前９時より受付

　※電話での申込みはできません。

Z藤久保公民館

258-0690　F258-9625

ミニASIMOを作ろう04

P11月19日午後２時～４時　Q藤久

保公民館　学習室　X三芳町の鎌倉街

道　【講師】笛木隆雄氏　S無料　Z藤

久保公民館258-0690　F258-9625

みよしエンジョイセミナー05

P11月19日午前９時～11時50分・午

後１時10分～２時　Q県立所沢おおぞ

ら特別支援学校　Xゲームコーナー・

喫茶店・作品展示他

Z県立所沢おおぞら特別支援学校

04-2951-1102　F04-2951-1105

おおぞら祭開催06

P11月８日午前11時45分～午後４時

Q毛呂山町福祉会館　X■講演「統合

失調症に対する偏見と差別」■東日本大

震災復興支援計画・演奏会他　S無料

Z総務課人権推進係（H404・405）

F274-1055

人権フェスティバル07

Z・U歴史民俗資料館258-6655 F 258-8466

イベント名 日　時 定員 参加 申込締切 内容・備考

土曜体験「縄文
料理を作ろう」

11月26日
午前10時～午後２時

30
人 500円 11月20日


石器で肉を切り、土器で煮炊
きをして縄文料理を楽しもう！

古民家劇場
映画鑑賞会
「東京物語」

11月12日
〈1回目〉午前９時30分～12時30分
〈2回目〉午後１時30分～４時30分

70
人 無料 11月９日


小津安二郎の名作を旧池上
家住宅にて上映します

【企画展】さつ
まいもの来た道 10月１日～12月18日 － 無料 － 三芳に伝わって260年のさつま

いも。その「道」をたどります

【土蔵ぎゃらりー展】
染型展～着物の型に
みる日本の文様～

11月２日～12月４日
※旧池上家住宅土蔵にて － 無料 －

型染めに使われる「型」とそ
の作品を展示します（協力：
型彫りサークル「きりくる」）

※持ち物等の詳細は、申し込み時にお伝えします。

歴史民俗資料館イベント情報

相　談 暮らしとこころの総合
相談会inにいざ

12

弁護士、司法書士、精神保健福祉士等

の専門家が同一会場で相談対応します

P11月18日午前11時～午後３時

Qにいざほっとぷらざ４階多目的室

S無料　U・Z11月１日～17日まで

の平日（午前10時～午後５時）下記へ

夜明けの会048-782-4675

お知らせ

X司法書士による生活保護に関する電

話相談　S無料　P12月14日午前10

～午後４時　0120-052-088

生保保護110番08

民事（交通事故、土地・建物、金銭などの問

題）、家事（夫婦・親子関係、離婚、養育費、

相続など家庭の問題）でお悩みの人、調停

を利用した解決方法をアドバイスします。

P11月７日午前10時40分～午後３時30分

まで　S無料　Q川越市生活情報セン

ター・コミュニティールームA（川越アトレ

６階） Z川越調停協会090-5587-3100

無料調停手続き相談09

不動産に関する相談を受け付けます

P11月16日午後１時～４時まで　Q役

場庁舎１階　相談室　【相談員】（社）埼玉

県宅地建物取引業協会相談員　【相談時

間】1人30分程度（予約制）　Z都市計画課

開発建築係（H236・237）　F274-1052

不動産無料相談10

P11月19日　Q東上パールビルディ

ング８階（川越駅西口徒歩１分）

講演「遺言・相続の基礎知識」午後２

時～３時【講師】弁護士　松本弥生氏

無料法律相談　午後３時15分～午後

４時30分※午後１時30分からの申込順

Z埼玉弁護士会川越支部225-4279

遺言無料法律相談会11

建築物耐震診断
耐震改修助成制度

13

町では、既存住宅の耐震診断費用及び

耐震改修費用の一部を下記のとおり助

成しています。

○既存住宅耐震診断助成金

一戸建て住宅等…昭和56年5月31日以

前に工事着手した戸建住宅及び併用住

宅で耐震診断費用の1/2の額又は限度

額５万円のいずれか最少額

分譲マンション等…昭和56年5月31日以前

に工事着手した分譲マンション等で耐震

診断費用の1/2の額又は戸数に２万円を乗

じた額又は１棟当たり100万円のうち最少額

○既存住宅耐震改修助成金

一戸建て住宅等…耐震改修に要した費

用の20/100の額又は限度額20万円

のいずれか最少額

分譲マンション等…耐震改修に要した費

用の20/100の額又は戸数に10万円を乗じ

た額、１棟当たり500万円のうち最少額

Z都市計画課開発建築係（H236・

237）F274-1052

助成金

P平成24年１月９日（月・祝日）

（受付）午前10時50分～11時15分

（式典）午前11時20分～12時20分

Qコピスみよし　i平成３年４月２

日から平成４年４月１日までに出生さ

れ町在住者　※対象者には12月初旬に

ハガキを発送します。　Z教育総務課

施設庶務係（H535）F274-1056

平成24年成人式14

労働保険は、原則として労働者を１人

でも雇用する事業主は、加入手続きを

行い、労働保険料を納付する必要があ

ります。まだ未加入の事業主は、加入

手続きをお願いします。

Z埼玉労働局労働保険徴収課

048-600-6203

埼玉県最低賃金が10月１日から時間額

759円に改定されますした。詳しくは

埼玉労働局賃金室（048-600-6205）

または最寄の労働基準監督署へお問い

合わせください。

Z所沢労働基準監督署04-2995-2582

埼玉県最低賃金改定16

29 28

労働保険適用
促進強化期間

15
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